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３例の副甲状腺腺腫の報告

森山博史、安保義恭、坂本 尚、成田吉明、藤森 勝、関
下芳明、塩野恒夫、黒島振重郎、山口 潤



検査所見：一般検血正常。生化学検査にてＡＬＦ

７７．１ＫＵ，と高値を示し，分画は骨型優位であった。

血中電解質では，Ｃａ６．８mEq／’と高値，Ｐ1.4,9/d、

と低値であった。特殊検査では，PTH.Ｃ6.97,9/mlと

高値を示した。

画像診断：頭蓋骨Ｘ線上，骨の打ち抜き像が認めら

れた（図ｌ）◎201T1.99mTcシンチグラフイーサブト

ラクションにて甲状腺左葉下極部にhotspotが認めら

れた（図２)。ＣＴ上，内部に一致して腫癌陰影が認

められた。

手術所見：副甲状腺腫傷の診断にて，腫傷摘除術施

行，甲状腺左葉下極部に表面平滑な腫蕩が認められた。

大きさ40×30×25mm，重量１６９，一部cystを伴った

割面充実性の腫傷であった（図３)。

病理所見：正常副甲状腺の主細胞に類似した細胞が，

､est状に増生しており，副甲状腺腺腫と診断された

（図４）。

術後２日目より四肢末梢，口唇のしびれ感出現。血

清Ｃａ３．６mEq／‘と低値を示したためカルチコール静

注，アルフアロール内服開始。６ケ月後，Ｃａ，Ｐ，

PＴＨＣは，正常化した。
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【三例の副甲状腺腺腫の報告】

当院で副甲状機能冗進症を呈した骨型二例，腎型一例の副甲状腺腺腫を経験したので報

告する。

症例は，骨折，骨粗霧症，腎結石などの症状のほか，各々，血清ＡＬＦ高値，Ｃａ高値，

P低値，ＰＴＨ高値を呈し，副甲状腺腫傷の診断にて，腫傷摘除術を施行した。

術前部位診断としては，侵襲が少なく効果的であるという点から，超音波，ＣＴスキャ

ン，201ＴＬ・99mTcシンチグラフィーサブトラクションが有用であったｏ

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：副甲状腺機能冗進症，副甲状腺腺腫，超音波，ＣＴスキャン，

201ＴＬ・９９ｍＴｃシンチグラフイーサブトラクション

3例の副甲状腺腺腫の報告

１．はじめに

原発性副甲状腺機能冗進は，血中Ｃａ測定のルーチ

ン化，及び，ＰＴＨなどの微量ホルモンの測定が可能

になったことからその頻度は増加している。当科にて，

副甲状腺機能冗進症を呈した骨型二例，腎型一例の副

甲状腺腺腫を経験したので報告する。

Ⅱ･症 例

症例ｌ：５０歳，女‘性3)。

主訴：心嵩部痛。

現病歴：昭和57年末より心嵩部痛あり，十二指腸漬

傷の診断にて当科第１内科にて加療中,血清ＡＬＦ高値，

血清Ｃａ高値，血清Ｐ低値を指摘され精査のため昭和

60年６月，第１内科入院となる。

既往歴，家族歴：特記することはない。

現症：左前頚部に20×30mmの弾性軟，表面平滑の

腫癌を触知した。全身状態には著変はなかった。
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